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Guest

薬剤師

ごとうよしこ さん

〔参加者からの感想〕
・飲み物にハーブを加えることでさわやかな味に。

見た目もおしゃれで、いい感じ。
・ハーブの組み合わせで、こんなに違うなんて!何度でも楽

しめる。
・マドラー替わりにローズマリーのまち なんてのも、素敵
・道端の草花にもいろいろな活用方法があって驚く
・ハーブの効果やエピソードを聞きながら飲むと、

なんだかもっと効果を感じる。
画家

浅野友理子 さん

浅野さんのスクラッチアート
「植物とまち」

taga-machi-press

夜のテラス席 トークゲストによる植物の話を肴に、 ハーブ
カクテルを飲む参加者
「花いっぱいのまち」というと「見て愛でる」ばかりに
「目」がいきがち。
今日は、「触る」「薫る」「味わう」五感を通して、植物た
ちが私たちに魅力を伝えてくれました。
ゲストとしてお招きしたお二人からのお話「植物からみた
まちや人」「人と植物 の 距離のあり方」夜のひと時に、
ひときわ花を咲かせてくれました。

ハーブドリンク 植物とまち・人と植物



イベント後半は、パブリックアートの制作秘話から、多賀城と
植物の話、市民の憩いの場となる庭づくりについてのお話!

多賀城から「こんにちは」「おかえりなさい」「welcome」
そんな、おもてなしを植物で!
「小さくても優しさあふれる、みんなの庭を作ってみたいな」
という市⾧からの突然の提案に、みなさんからは、たくさんの
庭づくりのアイディアが。

「東北歴史博物館の花見に行ってみたい」
「あやめまつりのライトアップに感動した」
「自分で植えると愛着がわく」

話はつきず、名残惜しそうな参加者のみなさんの姿が印象的
植物の残り香と、たくさんのアイディアたちが、会場には残っ
ていました。

〔庭づくりのアイディア〕
・パブリックアートで描かれている植物を植えたら面白い
・政庁跡周辺の植生を再現
・マンション住まいの人も楽しめる 場所になるといい
・駅前でもあやめが見られたらいい
・勝手に育つ、自生する品種がいい
・ミニチュアハウスで箱庭感
・花のアーチがあったらいい
・五感で体感できる庭を
・夜も綺麗に見えるものがいい
・実費を稼げるような仕組みがあるといい
・四季を感じられるようにするか、

特定の時期に咲く花にするかも悩む

〔その他のお話〕
「市⾧とこんなに近くで話をする機会はなかなかない」
「２０代限定イベントだからって参加できなくなるのは

もったいない」

陸前山王駅前の花壇

多賀城駅から文化センターに至る
史都中老通線に浅野さんによって描かれた
パブリックアート

taga-machi-press

「 welcome 多賀城 garden 」



多賀城市長 深谷 晃祐

雰囲気づくりは
コミュニケーションづくり

オフラインだからこそ
話せる話もあった?

多賀城を花で
いっぱいにしたい

花や植物を見て、いやな気持になることって少ないんじゃないでしょ
うか。自分が癒されたり、誰かを癒したりすることができるし力をも
らったり、気持ちを伝えることができる。
わたしは「多賀城版花いっぱいプロジェクト」をそんな気持ちからマ
ニフェストに掲げています。
道端の植物にも名前があり、そこにまつわるエピソードがあり、そん
なまちなかの植物たちは、日々の暮らしに彩りになっているんじゃな
いでしょうか。
今、作ろうかと考えている、多賀城駅前から市役所の間のwelcome
ガーデンが、そんな見た人がちょっと前向きにおはようが言える、
日々の暮らしに彩りになればなと思っていました。
今日は、皆さんから、このガーデンのアイディアをたくさんきけて、
嬉しかったです。これからの花いっぱいプロジェクトに、興味を持っ
てもらうきっかけになったなら、なお嬉しいです。

新型コロナウイルス感染症の影響が未だ収まらない中ではあるけれど、
今日は、顔を合わせて、話ができた。最高の気持ちをありがとう。

ハーブドリンクで乾杯

taga-machi-press

ー植物とわたし まちと植物ー


